
平成 21 年 2 月 5 日発行 
 

 

 

 

 

 

全国の情報は国立感染症研究所感染症情報センターホームページにてご覧ください。 http://idsc.nih.go.jp/index-j.html 

 

 

今週は定点あたりの患者数が 45.96 人（先週 42.59 人）と先週より更に増加しましたが、増加の伸

びは緩やかになりました。県内 17 保健所中 6 保健所管内で患者数が減少したことや近隣府県の動向

から、患者数が今後更に大きく増加する可能性は低いと思われます。しかし、1 週間の定点あたりの

患者数で比較すると、過去 5 年間で最も大きな流行であった平成 17 年の第 8 週（48.81 人）及び第 9

週（51.95 人）に次ぐ患者数となっていますので注意が必要です。 

県内の学級閉鎖等の状況は、第 4 週の集計で 259 施設（第 3 週 31 施設）、欠席者数 3,538 人（同

311 人）と１週間で急増しました。 

2 月 5 日現在、インフルエンザウイルスの検出は、全国では A/H1（A ソ連）型 792 件、A/H3（A 香

港）型 564 件、B 型 210 件となっていて、A/H1（A ソ連）型の検出数が半数以上を占めています。県

内では A/H1（A ソ連）型 19 件、A/H3（A 香港）型 42 件、B 型 25 件が検出されていて、A/H3（A 香港）

型の検出が最も多い状況は変っていません。 

 

インフルエンザの定点あたり患者発生状況(全県)
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（例年の地域別患者数を基準に流行状況を色分けしています。） 

 

  
 

感染性胃腸炎  

今週は患者数が減少しましたが、この時期インフルエンザに次いで患者数の多い感染症です。例年の同時期と比較して

もやや患者数が多い傾向にあります。この時期ノロウイルスが病原体であることが多いと考えられますが、春に向かっ

てロタウイルスも増加するといわれています。 

 

 

感染性胃腸炎の定点あたり患者発生状況(全県)
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兵庫県感染症発生動向調査週報(速報)
平成 21 年 第 5 週（1月 26 日～2月 1 日）

兵庫県感染症情報センタ－（兵庫県立健康環境科学研究センター） 
Hyogo Infectious Diseases Weekly Report  

定点把握感染症（指定された医療機関から報告を求める感染症です） 

インフルエンザ情報 



 
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  

今週は患者数が減少しましたが、患者数の多い時期とな

っていますので注意が必要です。 

水痘   

今週は患者数が減少しましたが、例年 6月頃まで患者数が多

い状態が続きますので注意が必要です。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の
定点あたり患者発生状況(全県)
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水痘の定点あたり患者発生状況(全県)
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定点あたり患者数 定点あたり患者数 
 疾病名 

今週 先週 
増減  疾病名 

今週 先週 
増減 

1位 インフルエンザ 45.96  42.59  ＋3.37 6 位 流行性角結膜炎 0.37  0.43  －0.06 

2位 感染性胃腸炎 9.61  10.86  －1.25 7 位 流行性耳下腺炎 0.26  0.22  ＋0.04 

3位 A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 1.20  1.37  －0.17 8 位 RSウイルス感染症 0.17  0.23  －0.06 

4位 水痘 1.19  2.10  －0.91 9 位 咽頭結膜熱 0.11  0.17  －0.06 

5位 突発性発しん 0.47  0.41  ＋0.06 10位 細菌性髄膜炎 0.09  0.00  ＋0.09 

 

 

1 類感染症 報告はありません。 

2 類感染症 
結核 ２２名（神戸市 8 名、尼崎市 2 名、西宮市 3 名、加古川保健所管内 1 名、龍野

保健所管内 3名、福崎保健所管内 2名、豊岡保健所管内 2名、和田山保健所管内 1名）

3 類感染症 報告はありません。 

4 類感染症 報告はありません。 

5 類感染症 後天性免疫不全症候群 １名（AIDS） 

追加報告 
結核 ６名（尼崎市；第 4 週 3 名、加古川保健所管内 3 名；第 3 週 2 名,第 4 週 1

名）、劇症溶血性レンサ球菌感染症 １名（洲本保健所管内；第 4 週） 

 
 

 
姫路市内の医療機関を受診した咽頭結膜熱患者１名（1歳）及び滲出性扁桃炎患者1名（2歳）からア
デノウイルス2型が、同じく咽頭結膜熱患者2名（5歳）からアデノウイルス3型がそれぞれ検出されまし
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

全数把握感染症（すべての医療機関から報告を求める感染症です） 

定点あたり患者数の上位 10 位の疾病

検査情報（兵庫県立健康環境科学研究センター） 



 
 
 

突発性発しんの定点あたり患者発生状況(全県)
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流行性角結膜炎の定点あたり患者発生状況(全県)
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流行性耳下腺炎の定点あたり患者発生状況(全県)
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RSウイルス感染症の定点あたり患者発生状況(全県)
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咽頭結膜熱の定点あたり患者発生状況(全県)
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百日咳の定点あたり患者発生状況(全県)
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この週報は兵庫県立健康環境科学研究センターホームページ http://www.hyogo-iphes.jp/ にも掲載しています。 

また、 http://idsc.nih.go.jp/index-j.html から国立感染症研究所感染症情報センタ－の週報(IDWR)がダウンロードできます。 

目で見る動向（県内） 


